
ツュクサ 

朝咲いた花が昼しぼむことが朝露を連想させることから「露草」と名付けられたという説がある。英名

の Dayflower も「その日のうちにしぼむ花」という意味を持つ。ツユクサは古くは「つきくさ」と呼

ばれており、上述した説以外に、この「つきくさ」が転じてツユクサになったという説もある。「つき

くさ」は月草とも着草とも表され、元々は花弁の青い色が「着」きやすいことから「着き草」と呼ばれ

ていたものと言われているが、『万葉集』などの和歌集では「月草」の表記が多い。この他、その特徴

的な花の形から、蛍草（ほたるぐさ）や帽子花（ぼうしばな）、花の鮮やかな青色から青花（あおばな）

などの別名がある。 

茎を描く 

1. 茎のガイドラインの作成 

正方形/長方形図形を使い、 

高さ 50mm 幅 8mm の図形 

2. 茎の作成 

曲線を使い、A、B、C ポイントをクリックし

ながら、曲線を描く 

3. ガイドラインを削除する 

 

 

 

4. 茎を完成する 

茎を選択して、 

図形の枠線 

 色 緑、アクセント 6、黒+基本色 25% 

  線の太さ 2.25pt  

 

 

 

 

葉を描く 

5. 図形の月を使う 

調整ハンドルを右に止まるまでドラック 

罫線なし 

塗りつぶしの色 緑、アクセント 6,黒+基本

色 25% 

 

⇒ 

⇒ 

ガイドライン 

⇒ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%B1
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E6%9C%9D%E9%9C%B2&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%B1%E5%BC%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%87%E8%91%89%E9%9B%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%92%8C%E6%AD%8C%E9%9B%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%92%E8%89%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%A5%E5%90%8D


6. 寸法を 

高さ 12mm  幅 6mm 

回転 120゜ 

複写 1 枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. もう二枚同時に複写 

複写された 2 枚を左右反転 

 

 

8. 4 枚の葉を茎に付ける 

茎と四枚の葉をグループ化させる 

 

グループ化する手順 

選択⇒オブジェクトの選択⇒範囲を選ぶ⇒書式 

⇒グループ化⇒グループ化 

 

 

 

花を描く 

9. しべの作成 

図形の「円弧」を使う 

サイズ 高さ 16m 幅 10mm 

太さ 3px  

 枠の色 白 背景 1 黒⁺基本色 35% 

 

10. しべの回転 

一枚は 90 度 もう一枚 80 度 

 

11. 楕円を描き部分的に重ねる。 

各 高さ 16mm 幅 18mm 

線無し 

塗りつぶし 青 

 

12. 葯を 7 個作成 

各 高さ 4mm 幅 3mm 

塗りつぶし 黄色 

枠線の色 黒 テキスト 1 

太さ 0.25mm 

 

 

⇒ 

⇒ 



13. 花びらの各部を組み合わせる 

グループ化する 

選択⇒オブジェクトの選択⇒範囲を選ぶ⇒書式 

⇒グループ化⇒グループ化 

 

 

 

 

 

 

14. PNG 画像に変換 

画像を選択⇒コピー⇒貼り付け⇒ 

形式を選択して貼り付け⇒図 PNG⇒OK 

張り付けた図形は少し鮮度が落ちるが、拡大縮小

が可能（グループ化しただけの図形を拡大縮小する

と配置にずれが出る） 

 

 

 

 

完成 

15. 茎の部分と花の部分を合体する 

花と茎の角度の異なるものも作成 

それぞれ図 PNG 画像を作る 

 

 

 

16. 背景を付ける  

 


